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集合 V を

V := {実数列 (an)n | an ∈ R and an+2 − 3an+1 + 2an = 0 for any n = 1, 2, 3, ....}

とし, V 上の標準的な和とスカラー倍を定め, 実線型空間とみなす. また V 上の線型変換 σ : V → V を

σ : V → V, (an)n 7→ (an+1)n

と定める (σ が線型変換を定めることについての証明は省略してよい).

問 1. 実数列 (an)n, (bn)n を以下で定める:

• a1 = 1, a2 = 0 とし, 各 n ≥ 3 について an := 3an−1 − 2an−2 として帰納的に an を定めて得ら

れる実数列を (an)n とする.

• b1 = 0, b2 = 1 とし, 各 n ≥ 3 について bn := 3bn−1 − 2bn−2 として帰納的に bn を定めて得られ

る実数列を (bn)n とする.

このとき (an)n, (bn)n ∈ V であり, さらに ((an)n, (bn)n) が V の基底となる (このことの証明は省略

してよい). ここで V の元 σ((an)n), σ((bn)n) をそれぞれ (an)n, (bn)n の一次結合で表せ (証明はここ

では省略してよい). また, この基底 ((an)n, (bn)n) について, 線型変換 σ : V → V の表現行列 A を求

めよ.

問 2. 上で求めた 2 次正方行列 A の固有値をすべて求めよ. また各固有値に対して, 対応する固有空間をそ

れぞれ求めよ.

問 3. 線型変換 σ : V → V の固有値をすべて求めよ. また各固有値に対して, 対応する固有空間をそれぞれ

求めよ.


